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を紹介受診された。MRI では両側共に径 3cm 程
度の卵巣腫瘍を認めたが、腹水貯留はなかった
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4129 人を review した報告では、平均 6.7 年の
観察期間でのⅠ期の再発率は 0.27%/年であり、
無再発生存率は 98.2％であった。また、Ⅱ・
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